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1　解題

　本オーラルヒストリーは、上新電機株式会社労
働組合、ゼンセン同盟大阪府支部、および連合大
阪で活躍された山中庸右（やまなか　ようすけ）
氏のオーラルヒストリー（口述記録）である。山
中氏は、1975年に大学を卒業後、上新電機株式
会社に入社し、その後、上新電機労働組合の結成
後は労働組合リーダーとして活躍された。2012
年には、中央副執行委員長に就任している。また、
企業別労働組合だけでなく、ゼンセン同盟大阪支
部（現在 UA ゼンセン）や連合大阪などの産業、
地域の労働組合運動にも活躍された労働組合リー
ダーである。次に示したのは山中氏の略歴である

（表 1）。
　本オーラルヒストリー・インタビューがはじ
まった経緯としては、大阪産業労働資料館（エル・
ライブラリー）館長の谷合佳代子氏が、大阪にお
ける労働組合運動の歴史を研究したいと考えてい
た我々に、大阪の社会労働運動を伝承する同志会

（公益財団法人大阪社会運動協会運営、以下では
同志会とする）を紹介していただいたのがきっか
けである。同志会では、オーラルヒストリーを通
じて大阪独自の労働組合運動の経験を継承するこ
とを目指されていた。2018年 9月 8日に大阪産
業労働資料館の会議室でインタビューは行われた

（全 1回）。

　上新電機株式会社は、オーナー社長の浄弘博光
氏が若くして死去された後、その遺言によって就
任した真野清以志社長の突然の解任によって大き
な転機を迎える。上新電機労働組合は、結成前後
の労使関係は順調とは言えなかったが、その後、
徐々にオーナー社長を中心とした経営陣も組合の
存在を認めるようになり、同時期の経営業績の向
上もあって労使関係も良好になった。その後も、
労使協調路線が経営業績を向上させ、結果的に
労働条件の大幅上昇を生み出していたと言える。
1986年に就任した真野社長は、経営をさらに発
展させ、「中興の祖」と評された。
　しかし、この 1991年の解任劇以降、経営陣の
混乱が労働組合にも大きな影響を与えることと
なった。土地の不法買収の告発、暴力団による威
圧行動、株の譲渡問題、オーナー社長未亡人の社
長就任と霊媒師への依存疑惑などが起こった。労
働組合は、経営陣の刷新を求めて労使交渉をする
が、経営陣は、労働組合に対して敵対的行動をと
り、経営寄りのグループ（上新を愛する会）を結
成させている。労使関係は対立的で緊張をはらん
だものとなった。
　山中氏のオーラルヒストリーからは、このよう
な労使関係の悪化の中で労働組合が如何にその正
常化に向けて取り組んだのかについて知ることが
できる。
　一般的に経営業績もよく、労使関係の良好な時
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には、労働組合の必要性はなかなか認識されない。
ところが、その良好な関係も経営側の要因で一瞬
に変わってしまうことがある。特に中小企業では、
経営者の考え方に経営陣全体の態度が依存してし
まうことが多いので、経営者が代わる時や経営陣
の派閥抗争が生まれた時には労使関係はすぐに悪
化してしまう。労使関係が悪化した後から労働組
合の必要性に気づいても、組合の組織体制が整わ
ず、交渉の場面では出遅れてしまうことがある。
山中氏を中心とした上新電機労働組合は大変な苦
労をされているが、このような組合活動の経験こ
そが労働組合の社会的価値を示しているとも言え
よう。
　加えて、労働組合という会社の内側から見た企

業間競争の厳しさが語られる機会は貴重であると
言えよう。家電量販店の業界は、大きく成長した
業界でありつつも、同業者間の競争が激しい市場
であることは周知の事実である。また、経営業績
が厳しくなった 2000年代以降は、上新電機では
希望退職制度が提案され、労働組合は労使交渉に
力を入れている。この交渉についての経緯も労働
組合の役割を議論するに際して基調であると言え
よう。
　最後に、お忙しい中インタビューにご協力いた
だいた山中氏、また文字起こし費用を負担してい
ただいた同志会に感謝申し上げたい。さらに、本
稿の取りまとめでお世話になった大阪産業労働資
料館の谷合佳代子氏、千本沢子氏に感謝を申し上

表 1　山中庸右氏略歴

⽣年⽉⽇ 1953年2⽉27⽇
1975年7⽉ 中部⼤学卒業
1975年4⽉ 上新電機株式会社 ⼊社
2013年2⽉ 上新電機株式会社 定年退職
1980年10⽉ 上新電機労働組合 中央執⾏委員就任   （〜1988年10⽉）
1988年10⽉ 上新電機労働組合 中央副執⾏委員⻑就任 （〜2012年10⽉）
1994年10⽉ ゼンセン同盟⼤阪府⽀部 常任委員会副議⻑就任（〜2002年10⽉）
1996年12⽉ 連合⼤阪 浪⻄地区協議会 議⻑就任    （〜2006年１⽉）
2002年10⽉ ＵＩｾﾞﾝｾﾝ同盟⼤阪府⽀部 運営評議会副議⻑就任（〜2004年10⽉）
2004年10⽉ ＵＩｾﾞﾝｾﾝ同盟⼤阪府⽀部 運営評議会議⻑代⾏就任（〜2006年10⽉）
2006年 1⽉ 連合⼤阪 港⻄なにわ地区協議会 議⻑就任（〜2006年12⽉）
2006年10⽉ ＵＩｾﾞﾝｾﾝ同盟⼤阪府⽀部 運営評議会議⻑就任（〜2012年12⽉）
2006年12⽉ 連合⼤阪 執⾏委員就任          （〜2012年12⽉）
2012年10⽉ 上新電機労働組合 顧問に就任       （〜2016年10⽉）
2012年10⽉ ＵＡゼンセン⼤阪府⽀部 顧問に就任    （〜2016年10⽉）
2016年10⽉ ＵＡゼンセン⼤阪府⽀部 参与に任命

⼤阪府労働委員会 労働委員
労働審判員
近畿地⽅社会保険医療協議会委員
⼤阪市産業教育審議会委員
⼤阪市消費者保護審議会委員

公職歴
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げる。
　なお、本インタビューは、録音の以外に撮影
もされている。文字起こしされたものは、紀要
の上での読み易さを考えて編集している。映像の
方は「労働史オーラルヒストリー・アーカイブ」

（http://shaunkyo.jp/oralhistory/）で公開予定
である。

２　口述記録

◆上新電機入社の経緯
梅崎　それでは今から、オーラルヒストリーとい
う、ちょっと聞き慣れない言葉かもしれないので
すが、歴史の証言を語りで残すという労働史オー
ラルヒストリーのプロジェクトとして、上新電機
の労働組合のリーダーであった山中さんにお話を
伺いたいと思います。では、よろしくお願いいた
します。

山中　よろしくお願いします。

梅崎　事前に履歴書の方を送っていただいて少
し読ませていただいたのですが、山中さんが大学
をご卒業されたのは 1975年ということで、大学
を卒業すると同時に上新電機株式会社に入社され
ているのですけれども、当時、何か入社のときの
経緯、いわゆる就職活動で入られたと思うのです
が、どんなきっかけで上新電機に入社されること
になったかということを簡単にお聞かせ願えます
か。

山中　元々私は電子工学科だったんです。だから
流通業界にはあまり縁がなくて、入る気もなかっ
たんですが。京都の製造会社のところに面接に
行って帰ってきたら、教授から「大阪に面白い会
社があるんやけど」と言われて紹介してもらった
のが上新電機やったんです。小売と知らずに、「そ
れじゃ 1回面接に行ってきます」と言った。それ
で、私らのときも就職難の時代。昭和 49年、50年。

梅崎　ちょうど石油ショック後。

山中　はい。1人 2社しか受けてはいけないとい
うルールがあるとか、面接に行ってはいけないと、
その結果が出たら受けなさいと先生から言われて
いたんですけど、大阪に行ったら、社長が面接に
来ていたんです。珍しい人やなと思ったんですが、
結構バイタリティのある社長さんでして、面白い
会社やなと思ったんです。それで、帰って先生に

「あそこの会社面白そうなんで、他の会社に合格
しても、あそこの結果待ちでいいですか」と言っ
て待っていたのです。
　その当時、夏休みが面接の時期だったのですが、
帰ってきて、大阪のメンバーから、「おい、山中。
おまえ、あそこは小売やぞ。ええんか」と言われて、

「そうなん」って、それから会社がどんなことやっ
てるかを調べまして（笑）。という状況やったん
です。ただ、コンピューターのちょうど導入時期
やったので、電子課というのがあって、そういう
部門でも入れたらいいかなという気があってやっ
たんですけど、結果、入社してみたら、「そうい
うふうなんは大卒 36人中 1人行くか行けないか
で、基本的に全員営業へ行ってもらう」と言われ
て、「ああ、そうなんや」と思ったような感じやっ
たんですけど。そういうバイタリティのある社長
に会ったことが入社するきっかけだったかなとい
う。

梅崎　今でも理系の方でも、技術者になるわけ
ではなくて、営業へ行って、いわゆる文系に転換
するみたいな形で就職される方は多いと思うので
すけれども、当時、山中さんは社長にほれたとか、
会社の雰囲気にほれたとかいうことですか。

山中　そうですね。面白い会社やなと思ったんで
す。そんなに長いこと勤めるとも思っていなかっ
たんで。まさか定年までいくとは思いませんでし
たね（笑）。

梅崎　当時の営業はどんな感じですか。



118

山中　いや、小売なので、お店で待ち受けやっ
たんです。なんですが、実は私が入社したときに
訪問活動というのが始まったんです。

梅崎　訪問というのは。

山中　一戸一戸、戸別に行って、ちょうど電子
レンジが発売された頃で、その電子レンジを、ア
トム隊というのがあって、「50台売るぞ」「おう！」
という感じの。申告して、一軒一軒家へ行って「お
たくでホームパーティを開かせてもらえません
か、近所の方を呼んできてもらえませんか」とか
言いながら、料理を作って「電子レンジってこん
なに面白いんですよ」。今みたいにオーブン機能
が付いていなくて、本当の温め機能だけなんです。
私らが入社してから、それを売り込みに行けとい
うことが始まったんです。そういう訪問活動をし
てました。

梅崎　それが最初の経験で、その入った後の仕
事の中で労働組合との出会いというか、上新電機
へ入った当初は、確か労働組合はないですよね。

山中　ないです。「明るい職場を作る会」という
ものがありまして、社員会ですか、略称を「明職
会」と言っていました。

梅崎　すると、当時の社員会があって、これは
社長公認でできているわけですよね。「明るい職
場を作る会」があった中で、労働組合を結成しよ
うというのが歴史的な流れとして出てくると思う
のですけれども、これは何年ごろになるのでしょ
うか。

◆労働組合の結成と参加
山中　組合は 1976年の 8月 19日に結成ですが、
9月か 6月ぐらいに組合をつくろうという話はそ
れぞれ明職会の理事の一部の人たちが説明をして
くれました。

梅崎　では、入社 1年目の時に、そういう事前準
備がされて、1年後に結成されるわけですが、そ
こで話がぽつぽつ出ていたと。初めに組合ができ
るという話を聞いたときに山中さんご自身はどう
いうご意見をお持ちでしたか。関与の仕方という
のですかね。

山中　いろいろあるんですが、私のイメージの
中で組合というのはストライキをするようなイ
メージを持っていました。流通業でお客さんから
商品を買ってもらって日銭を稼ぐという商売の中
で、ストライキをするということは自分の首を絞
めるのではないかと思ったので、そこらへんはど
うなんですかという質問とかはさせていただきま
した。

梅崎　それは一従業員として、社員会のリーダー
の方が「今度組合つくるよ」という話をしたとき
に手を挙げていったという形ですよね。

山中　そうですね。それぞれの店に説明に来て
くれたんですよ。店にというか、「何店舗かの人
はここに集まってください。ちょっと説明があり
ます」という感じで説明があったかな。

梅崎　エリアごとに、その社員会の中でもグルー
プみたいなものができているというわけですね。

山中　はい。私が入社して配属されたのが滋賀
県の大津というところやったんですね。それは、
その当時の上新電機としては最北端というか、一
番北東というか、一番端の店舗やったんですよ。
私は寮生で、京都の山科に寮があって、そこで説
明会があったと思うんです。山科やったか、伏見
やったかで説明があって。そういうグループであ
りました。

梅崎　山中さんご自身は組合活動に対する何か
接点、イメージですか、山中さんが大学生だった
頃はまだ学生運動もありましたよね。
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山中　ありました。私が高校を卒業する 1年前が
ちょうど東大闘争で、私の大学受験の頃がその東
大闘争のあおりを受けて浪人生がいっぱいおって
という時代でしたから。

梅崎　その当時の入社 1年目のころは、組合に対
するざくっとしたイメージみたいなものはありま
したか。もしくは、こうあってほしいとか、ああ
なってほしいとか。

山中　全然。

梅崎　割とノンポリだったというか。

山中　ノンポリ系ですね。

梅崎　逆にその 1年後に、やや組合の説明に対し
てはちょっと反対意見みたいなものをお持ちにな
りながら、組合ができるわけですよね。

山中　はい。ただ、それは先ほど話をしました
訪問活動もそうですし、それから応急体制という
のかな、休みをなくして営業日を増やそうという
体制があったんですよ。私はその当時、組合のこ
とを全然知りませんので、店長に「明日、おまえ
出てこい」と言われたら、「分かりました」と出
たり、帰りに店から JR の駅に行くまでの間、一
軒一軒ビラを配って帰れと言われたら、「分かり
ました」とそのようにやっていたり、あまり残業
とかいうこともその当時は全然分かっていなかっ
たんです。休日出勤ということも知りませんし。
　だけど、そういうことをするということなので、
それについて言うことができる組織なんやという
ことは、それはそれでいいことなんかなとは思い
ましたね。

梅崎　山中さんが労働組合運動に、ある種どっ
ぷり入っていくというのは、何がきっかけになる
のですかね。まだ新人のわけですよね。

山中　各店に、「明るい職場を作る会」というの
は理事というものがあって、組合は分会長という
のができたんですけど、結成大会にも私は出席し
ているんです。一応、分会代表で出席はしている
んです。

梅崎　その分会の代表になったというのは、何
か、全員が選ばれるわけではないですよね。

山中　一番若いから。

梅崎　一番若いから「行きなさい」と（笑）。

山中　店長、主任、年は下なんですが、21歳、19歳、
私が 23歳かな、それぐらいの店舗やったんです
が、私が一番新人やったんで、「おまえやれ」と
言われてやっていました。
 
梅崎　すると、最初のときはそういう形で組合
活動に参加されて。年表を見ますと、1980年に
中央執行委員に就任されています。これは全員で
はないですよね。選ばれているわけですから。

山中　その前に支部役員というのを。

梅崎　支部役員。

山中　はい。大津の店が閉鎖になりまして、76
年に閉鎖になって、その後、私は大和郡山の店に
転勤になって、そこは当時第 5支部といって、今
で言う奈良支部がその後できて、この支部役員を
しています。それは、支部役員を当時やっていた
人が退職したか何かで空きができたので、「支部
役員をせよ」と分会長から選ばれて支部役員をし
ました。

梅崎　そのときの理由も、一番若いからという
ことなのですか、そうでもないのでしょう。

山中　それは多分、文句を言う方だったからだと
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思うんです。その組合について「何でそうするん
や」とか、その後、何だったかな、上部団体加盟
の話が。闘争積立金が先かな、闘争積立金を集め
るという話になった。組合の資産を作るためには
必要なんですが、その闘争積立金をなぜするのか
という説明が来たときに、私は「何で闘争積立金
をするんですか」と言ったら、「ストライキする
ためや」と言ったんです。そうすると、私が聞い
たときには流通業やからストライキはせえへんと
言ったのに、ストライキのためにお金を集めるっ
てどういうことやということで、それを問い詰め
たんです。その説明に来た人はよう答えんかった
んですけど（笑）。

梅崎　よく、労働組合のリーダーを選ぶときも、
結構がんがん文句を言って元気がいい若い奴だな
となると。では逆に中に入れてしまえと、そうい
うことですよね。

山中　そうですね。

梅崎　そうすれば中のことも分かるし、少なく
とも元気ながんがん意見を言う人でないと、労働
組合の役員とかは務まりませんので。

山中　いや、でもそのときに担当中執やったメ
ンバーからは、「今、中執では山中を誘うなと言
われてんのや」と言われていたぐらいやから、どっ
ちかというたら煙たかった方じゃないですかね。
その後、上部団体の加盟の話があって、上部団体
の加盟にも反対したんです。

梅崎　社員会が労働組合になったときに、これ
はいわゆる単組としてできて、上部団体にはどこ
にも入っていなかったという状態なのですか。

山中　地方同盟というのかな、同盟には入って
いました。

梅崎　同盟には入っているけれども、産別には

入っていなくて、それで入るというのは、この場
合にはゼンセンになりますね。

山中　ゼンセンですね。ゼンセン同盟に加盟す
るという。

梅崎　なぜ反対されていたのですか。その当時
の反対の理由は。

山中　「上部団体に入ったらどうなるんですか」
と聞いたら、賃上げの妥結権はそのゼンセン同盟
が持っていると。自分たちで決めるんじゃないん
だと。自分たちで交渉はするけど、決めるのはゼ
ンセン同盟がいいか悪いかというのを決めると。

「それっておかしいやろ。何で自分らで交渉して、
自分たちがいいと思ったところで決められないん
だ。そんな他人任せにするような弱い執行部やっ
たら要らんのちゃうか」と言って反対しました

（笑）。

梅崎　ちなみにゼンセンに入ったのは何年にな
るのですかね。

山中　1978年かな。ゼンセン同盟加盟、1977年
9月。

◆支部役員から本部の執行委員へ
梅崎　でも、支部役員に入って、1980年に執行
委員になれば、今まで外から意見をしていたのと
は違って中の運営に携わってくるわけではないで
すか。山中さんが執行委員として活躍された、ま
ず 1980年代の話について詳しくお話しいただき
たいなと思います。当時、できたばかりの組合だ
と思うのですが、どういうことにいろいろ課題が
あって、執行部の方は何をご苦労されていたので
すか。

山中　福利厚生、年間休日、賃金もそうですが、
いろいろなことが制度的にきっちりいっていな
かったんですよ。極端なことを言うと、年数の若
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い、（それはなかったかな）若い人が例えば高く
なるとかいうことも含めて、統一していったとい
うことがありますね。

梅崎　カウンターパートの人事部とか労政の方
も、新しい産業ですから人事制度などはまだ整備
されていなくて後手に回っている状況もあった。
労使で協議しながらいろいろ制度を作りましょう
というのが 1980年代だったということですね。

山中　そうですね。それと組合の内部の規約や
規定、組合の会議をするときに会社を抜けてくる
のかとか、そのときはどうするんやとか、そうい
う離席申請書の作り方や書き方であったりとか、
そういったことも含めて制度を作っていくという
時期でしたかね。

梅崎　当時は執行委員で、委員長さんのお名前
は？

山中　私が入ったのは辻井委員長の時代ですね。
2代目の委員長。執行部になったのは辻井さんの
ときです。

梅崎　執行部のとき、中央執行委員の中で担当
が決まりますね。レク担当だとか、それからおま
えは人事制度担当だとか、春闘担当だとか、当時
山中さんはどんな担当を？まだお若いですよね。

山中　まだ私らは下なので、辻井委員長、山崎
書記長当時で、それぞれ専門部の部長がいてたん
で、あのときは賃金をやっていることが多かった
ですかね。担当というほどではないです。賃金表
を作ったりすることが多かったですね。それで、
その頃は手計算やったんです。何等級の何号棒な
んていうのはなかったので、ここに何人いるとい
うやつを計算したりして。

梅崎　方眼用紙を買ってきて点で一生懸命打っ
ていくとか、そういうもので全体像を。これ、分

布から飛び抜けて高いな、飛び抜けて低いなとい
うことを大体見た目で把握していくという、そう
いう作業ですよね。もちろん人事の方もやってい
るわけですよね、同じような作業を。

山中　そうですね。やっていたと思います。

梅崎　当時の経営状態は、1980年代は 2代目の
社長さんの時代ですよね。

山中　1980年代はそうですね、浄弘社長で、2代
目といってもほぼ創業者に近いんですけどね。先
代はお父さんがいてて、その息子さんで、私を面
接した社長はその 2代目の浄弘社長だったので。

梅崎　実質上、その 2代目の社長が拡大して成功
させたという。1980年代半ば、1985年ぐらいに
急にお亡くなりになるわけですよね、癌か何かで
すよね。

山中　癌で、はい。

梅崎　その当時は、その 2代目社長が拡大して成
功させている時期だったので、特に 1980年代は
石油ショック後、立ち直ってきた時期で、日本も
すごく好景気だと思うのですが、こちらの上新電
機さんも非常に経営状態が良かった時代というこ
とですか。

山中　そうですね。元々私が会社に入った頃は、
大阪で 7番目か 8番目ぐらいの家電小売業という
ところやったんですけども、この当時は、日本で
何番目というぐらいになっていました。
　小売の話をすると、正札販売というのがありま
して、電機屋さんって昔は掛売やったんですよ。

「このテレビ頂戴」と持ってきて、「年末に払いま
す」というやり方が多かったんですけど、一物一
価で、一つの商品に一つの値段を付けるというふ
うになって、それをプライス付けて販売し出した
のがうちの会社やったんですね。それで現金商売
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ということでだいぶ順調に進んでいって、1980
年ごろはテレビショッピングというのが出てき
て、それでこたつと布団と一式合わせて 4980円
とかですね、そういうふうな販売方法がヒットし
て順調に伸ばしました。
　関東の方では、うちが出店行くときに山手線の
内側には出店をしてはいけないという電商連との
約束事ができて、出店を拒否されて。

梅崎　業界団体ルールですか。

山中　はい。多分ご存じの方はご存じなんで
すが、渋谷に J&P というのがあって、Joshin 
Personal computer store の略で J&P やったん
ですが、道玄坂を上がった所にあったんです。そ
れが関東では、パソコンショップは OK やけど、
家電の店は駄目と言われて、うちは三鷹、立川と
かいう山手線の外側に店ができていたという状況
でした。

梅崎　そういう意味では、当時は地域性があっ
たというか、逆もしかりで、関東のお店が大阪に
作っちゃ駄目だよみたいなことはないのですか。

山中　それはないです。

梅崎　こっちから向こうに行くことにだけ。

山中　だから、そのテレビショッピングでうち
が悪者みたいにされて、「上新が来ると値段を安
くして悪さをするんで、うちには来るな」とかで
すね。奈良県では総売り場面積、13店舗ぐらいあっ
たんですが、13店舗の総面積より増やしてはい
けない、1店舗作るんやったら 1店舗閉じるみた
いな形で言われていたぐらいでしたね。

梅崎　全然知らない歴史があるのですね

山中　これは会社の方の話ですから。そんな感
じでやっていたので、売上げは順調でしたね。

◆真野社長時代の労使関係
梅崎　その当時、1980年代ですね。先ほど労働
組合の単組の中で、協約を整備していったり、専
門委員会を作ったりとか、そういうのを自力で作
られていく中で、いざ入ってみると、ゼンセン同
盟からの指導みたいなものとか、情報提供みたい
なものはありましたか。実際に制度を作る段階に
なると役に立つのかなと普通に思うのですが。つ
まり、ゼンセンの産別オルグの方は他の業界も
知っている。だから、協約だったらこんなのがあ
るよとか、情報提供していただいたのかなと思っ
たのですが、いかがですか。

山中　それはたくさん頂きましたし、こっちも
中央執行委員会の会議とか支部役員の講座、分会
長講座をやっておりましたので、それぞれのとき
に他の単組の役員やゼンセンの役員の方に来てい
ただいて講演をしてもらった。具体的に言うと、
例えばダイエーさんの福利厚生はどういうふうに
しているとか、共済会でお金を組合員が出して、
会社も出して、合わせて共済会という制度を作っ
ている話を聞かせてもらったりしていたので、非
常にうちの組織の中を作っていく上では大変助か
りました。
　ゼンセンですので、綿紡・化繊という大手の会
社が多いもんですから、そこまでは無理だけれど
も、こういうふうになったらいいなということも
含めて話をさせていただきました。

梅崎　ルールの相場観みたいなものですよね。そ
ういうもので、今はこうだけれども、次はこうい
こうみたいなものが具体的に目標設定しやすいと
いうか。
山中　そうですね。はい。

梅崎　そうすると、何か山中さんのゼンセンに
対する印象も当初とは変わりましたね。

山中　もう全然変わって、こういう組織なんだ
と。だから、ストライキについてもいろいろ分かっ
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てきましたので、部分ストもあれば、時限ストも
あるし、必ずしも営業店がするべきではないとい
うことも分かってくるし、資金の問題も、お金を
持っているということは強さということも分かっ
てきますから。そうすると、積立金に反対してい
たことも、上部団体に反対していたことについて
も、それは。

梅崎　ちょっと変わってきた？

山中　もう、全く変わりましたね。

梅崎　実際に積み立てしていると、刀を抜くか
抜かないかは別の相談として、「抜けますよ」と
いうのはやはり交渉力になりますからね。

山中　それはもう全然違いましたね。これは後々
そのことが大きく影響を及ぼすんですけど。

梅崎　そうですね。その後。

山中　この当時は、どちらかというと組合の目
標として、今、自分が働いている会社が、自分の
子どもに「お父さんの働いている会社はええ会社
やからおまえも来いよ」と言えるようになったら
いいなというのがありました。

梅崎　そういう整備、組合の活動組織強化を続
けておられながら、社長が病で倒れられた後に、
1年ぐらいですか、松本さんという方が社長をさ
れて。

山中　6カ月ぐらい。
梅崎　これ、短期ですね。

山中　リリーフというイメージですかね。社長が
亡くなったので、その当時常務やったか専務やっ
たか忘れましたけど、取りあえず社長を引き継い
だ。その後、浄弘社長の奥さんから「遺書があっ
て、当時のナショナルの販売会社の社長をしてい

た真野さんにやってもらいたい」という話があり
まして、その方にお願いをすると。それで、株主
総会を経て真野さんが社長になる。

梅崎　真野社長になる。浄弘博光さんとは、真
野さんは元々知り合いだったわけですね。

山中　取引先でもありましたし、親交もありま
すし、信頼もしていたという関係ですね。

梅崎　いわゆるヘッドハンティングみたいな感
じですね。他の会社から引き抜いてきて社長を
やってくれということで。これは社員からすると
結構唐突感がある話だと思うのですよ。少なくと
も会社の中の常務から、松本さんのように昇進、
生え抜き社長ではなくて、ぽんと外から。社長の
知り合いだったとしても、社員からすると唐突
だったのではないかなと思うのですが、どうでし
たか。

山中　唐突と言えば唐突なんですけど、会社の
中では難しいだろうなというのはありましたです
ね。有能な方もおられましたけど、時期尚早とい
うか、ちょっと若すぎるかなというのがある人た
ちもいましたし、年配の方々は力量的に無理では
ないかなという不安もありましたし。

梅崎　会社が小さいときに入ってきた方々が多
くて、今はもう大きくなった上新電機を切り盛り
していくには、大きな組織を動かした経験もあり、
実績もある方がいいなということなのですかね、
当時の感覚としては。

山中　そうですね、はい。

梅崎　その真野さんが上新電機を成功させると
いうか。91年にお辞めになるまでの 5年間でかな
り拡大していったことは資料などで見ると分かる
のですが、身近に接しておられて、1980年代後半、
つまりバブル経済期、この頃のご様子はどんな感
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じでしたか。

山中　何をやっても当たるみたいな感じで、北
関東への進出とか、店もきれいになっていきます
し、働きやすい環境になっていくし、休みは増え
る、ボーナスも増えていくということで、すごい
なと思っていました。

梅崎　労使関係も会社自体、成功・拡大してい
ると、やはり信頼感も高まってくると思うのです
が、賃金交渉もそんなにもめずに。

山中　いやいや。やはり最初は全然違うもんで
すから。今まで浄弘社長と相対していて、お互い
最初はやはりぎくしゃくしながらもしていって、
団体交渉もこういうふうに言ったら社長は答えて
くれる、会社側もこういうふうに労働組合に言っ
たら労働組合は納得してくれて、組合員にちゃん
と浸透、広めてくれるというように、だんだん信
頼関係ができていった。その中で浄弘社長が亡く
なりました。真野社長が来ました。
　全然タイプが違うんですよ、浄弘社長と真野社
長というのは。浄弘社長は人情に訴えかけたらい
いんですが、真野社長はどちらかというとちょっ
と理詰めをしないと駄目なタイプで、人情もある
んですけど、「それはちょっとおかしいな」とか。
浄弘社長の時代は毎月全体朝礼みたいなのがあっ
て、本社の一部に集まって直接声を聞くのです
が、真野社長になると給料明細の中に自分のメッ
セージを入れるということを始めて。自分はこう
いうふうに思っている、今、こういうふうに会社
を進めようと思っているっていうことを書くんで
すよ。
　組合と協議しなくてはならないことでもそう
いうふうに書いてしまったりするもんやから、

「ちょっとそれは待ってくださいよ。そういうこ
とは協議せなあかんから、書く前にちょっと一言
言うてくださいよ」みたいなことがあり、やはり
初めてのことなのでぎくしゃくしながら。「ああ
そういうことか。それやったらこういうふうに

頼むよ。そんなに気にせんでええやん、こういう
ふうにやろうや」とか簡単に言うんですよ（笑）。
うちは、「機関があるんで、こういう順番に応答
して、意見を吸い上げて応えますから」と言って、
そういうシステムもお互いに分かって、何回もし
ていく中で信頼をしていくという状況です。だか
ら、ただ単に会社の経営がいいからいいじゃない
ということではなくって。

梅崎　やはりコミュニケーションの取り方が、社
長のキャラクターとかで違いますから。

山中　違いますね。

梅崎　だから、代わった後はその社長に合わせ
た距離の詰め方というか。

山中　作り方ですね。

梅崎　真野社長は、先ほどのお話ですと、元々
はナショナルなわけですよね。ただ、当時ナショ
ナルの販売の方にも組合はあったのかなと思うの
ですが、そうでもないのですかね。

山中　あるんですけど、松下っていろいろあり
まして、幸之助さんの松下電器という製造してい
る会社と販売会社は全く別なんですよ。販売会社
は各地域に社長さんがおられて、言葉が適切かど
うか分かりませんが、京都ナショナルがあったり、
奈良ナショナルがあったり、兵庫松下とかいろい
ろあって、ナショナルの個人小売の店もショップ
の店でやるとか、何と言うんやったかな、系列も
違っていてそれぞれ違う会社ですので、ナショナ
ル販社といえどもあまり活発な活動をしていると
いうことではなかったと聞いていました。

梅崎　では、真野社長も上新の社長になられて
から労使関係を少し学んでいったというか、その
呼吸を。
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山中　そういう意味ではうるさい組合やなと
思ったかもわかりませんね。だけど、うるさいけ
ど、言うたらやってくれるみたいなところがあっ
たかもしれません。

梅崎　当時、真野社長との関係のエピソードは
ありますか。激しく対立したとか、もしくは結構
分かってくれるなとか、変わったなみたいなこと
があれば教えていただきたいのですが。

山中　うーん、どうですかね。一時、球団を持
とうとかいうぐらいの話はありましたけどね。で
も、あんまりそれはせん方がええんちゃうかとい
う（笑）。
　でも、ちょうど真野社長になってから、個人 5
連休を取るとか、結果的にはこれが 10連休制度
までいくんですけど、個人で連休を取って、自分
たちが旅行に行くのだったら好きなように行くと
か、そういうことを提案したり、組合がリゾート
施設を購入したり、今で言うエクシブですとか、
そういうリゾート施設を会員権で購入したりし
て、そういう提案をしながらやっていったので、
結構いろいろありましたね。
　争いもあったんですが、何があったやろ。結構
もめたのはもめましたけどね。

梅崎　福利厚生制度は、今のお話ですと圧倒的
に良くなっていくわけですよね。

山中　賃金も良くなっていく、休日も増える。結
成当時九十数日、78日か。78日ぐらいが百数日
ぐらいまで、この当時いったんちゃうかな。
梅崎　すごいですね。

山中　最終的にはその後 120日まではいきます
からね。制度的には相当増えていったと思います。

◆上新電機事件へ
梅崎　これから、今日の本題のお話ですが、そ
の上新電機事件と言われている問題。1990年代

に入ってからのお話になるのですが、その前に、
他の方で 1980年代終わりまでのところで何か追
加の質問とかあればお受けして、その後に 1991
年からの上新電機事件の話に入っていきたいと思
います。

南雲　ゼンセンに加盟したときの部会は流通部
会に所属だったのですか。

山中　はい。当時は流通部会。

南雲　そうするとスーパーなどと一緒に。

山中　スーパーと一緒です。

南雲　もう 1点、当時の組合のイメージですけれ
ども、正社員組合だと思うのですね。ですから組
合員の範囲、例えば店長ぐらいまで組合員でした
か。

山中　うちは資格制度がその当時はありまして、
社員 1級、2級、3級、主事、参事というのがあっ
て、主事までが組合員。店長は主事店長も参事店
長もいるんです。どちらかというと主事、参事と
いうのは資格で、店長は役職です。今は店舗も
ABCD ランクになっているんですが、例えば A
店舗だと年商 50億円以上とか、そういう売り上
げ規模で分けているんですけども、その当時は必
ずしも参事の店長が大型店ということでもなかっ
たんです。主事であれば組合員。ただ、人事とか
の主事主任とかは非組員。部署によっては。

南雲　そうすると、分会長をやられる方は大体
店舗の中でどれぐらいの人になるのですか。店長
が多かったとか。

山中　分会長ですか。分会長は、当時からどう
ですかね。いろいろなんですけど、若いのがさせ
られる。



126

南雲　特にベテランの方がやっているとか、そ
ういうことはない。

山中　ベテランもいるんですがね、だから 5番手
ぐらいの人がやっているところもありますし。

南雲　それは店舗が、支部というか、分会でしょ
うから、そこで決まる感じですね。分かりました。

島西　創業家とか生え抜きの役員の人というの
は、中には組合結成に反対をしたり、妨害をした
りするという例も多いと思うのですが、浄弘社長
とか、当時の役員の方はあまりそうした組合結成
に関しては反対というのはなかったのでしょう
か。

山中　組合結成のときに情報が漏れたらしいん
です。組合がつくられるらしいということが上の
方に知られて、大変やということで。漏れて、そ
のときにこの組合をつくろうとしていた人たちは
急いで組合の結成をするということで、会社に結
成通知書を持っていった。そうしたら、そのとき
社長は東京に出張か何かでいなくて、連絡したら

「分かった。受け取っとけ」と言われたようです。
　後で聞く話ですと、浄弘社長は松下幸之助さん
に連絡をした。「どうしたもんですか」と聞いたら、

「組合ができるっていいことじゃないか。大いに
応援してあげたら」と幸之助さんに言われたと聞
きました。

梅崎　最初の対応って重要ですよね。何かすご
く猜疑心の塊になってしまったりとか、ちょっと
出てきたのをつぶそうとしてきたりとか。そうな
ると、その後組合ができた後に労使関係もお互い
になかなか信頼できないみたいな感じになります
から。その浄弘博光社長はそういう意味では、今
振り返ると受け入れたと。

山中　いやあ。

梅崎　どうなのですかね。

山中　本心ははらわたが煮えくり返っていたと
は思いますけど。

梅崎　創業家の社長ですからね。創業社長に近
い。

山中　上新電機の店舗が天満で火事を起こした
ときも、そのときゴルフをしていたらしいんです
が、慌てず、帰ってきて近隣の人におわびに回っ
た。連絡が入った時は、指示だけを出して、ゴル
フが終わってからそういうあいさつに回ったとい
う話があるぐらいですから。そういう、一瞬ちょっ
とその場でとどまって考えるというタイプの人
やったんじゃないでしょうかね。
　だから電話を受け取ったときは「受けとけ」と
言っておいて、松下幸之助さんに電話したという
のはそういうことかなと勝手に思っていますけ
ど。おっしゃるとおり、円満にしようとしたのか
もしれませんね。

梅崎　そういう利を取ることができた。その限
りには有効な関係を作った方がいいという、非常
に経営者的な判断をされていたのではないかとい
うことですよね。
　それでは続きまして、これが今日の本題でもあ
るのですが、上新電機事件という非常に大きな事
件が起こる。それで、最初のきっかけは、先ほど
お話に出てきた真野社長が辞任をされると。当初
は辞任と伝わって、実は解任ではないかという話
になると。それは 1991年ということなのですが、
これは組合としても非常に唐突な話で、急に出て
きたお話になるのでしょうか。

山中　唐突ですね。ちょうどその当時、国会見
学を支部役員以上でやっていました。多分、湾岸
戦争の日ではないかなと思うんですけど、1月 16
日なので。そこへ書記長か委員長かに電話が入っ
て「解任された」という話が入ったんですけど、
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われわれはあまり分からへん状態やったんで、辞
任したというなら。でも、いろいろな情報では解
任というふうに聞いているんです。

梅崎　もう最初の時点から解任と辞任の両方の
情報が急に入ってきたと。解任だとしても、解任
の理由はまだ伝わっていないということなのです
か。

山中　組合は結構知っていました。

梅崎　その土地問題だと。

山中　土地問題は後から聞かされた話なんで、取
締役会で突然全員が賛否を問われて、そういうこ
となら辞任しますということで真野さんが取締役
を辞任。だから社長を辞任ではなくて、取締役を
辞任したということになったんですね。

梅崎　なるほど。当時、山中さんは副執行委員
長という立場ですよね。

山中　その当時、副委員長かな。

梅崎　履歴書を見ると 1988年に副執行委員長に
就任されて。

山中　そんなときですかね。

梅崎　2012年まで副執行委員長をなさっている
ので。

山中　1991年で副執行委員長になってましたか。

◆派閥抗争
梅崎　今、土地問題というお話は、私の方で資
料を見てそう言ったのですが、当時はその情報は
まだ入っていないわけですね。後々、その浄弘家
の博光さんの奥さん、美津子さんがその後社長に
なるということなので、そうすると当然、普通に

考えると、真野社長と浄弘家の美津子さんの中で
対立があるということが分かるわけなのですけれ
ども、それは元々対立しているなといううわさみ
たいなものはあったのですか。

山中　あんまりうちは派閥的なものがないと言
われている会社でして、基本的にはあまりなかっ
たと思います。ただ、快く思っていない人たちが
いたとは思います。真野社長に対して。

梅崎　いわゆる真野派とするならば、反真野派
というのがいただろうと。その重役にしても、役
員にしても。そういうものは今から振り返ると、
いただろうということだけれども、まさか解任だ
とか辞任だとかが起きるとは思っていなくて、そ
れが伝わった時点で組合としても、何でそうなっ
たのかを労使の間でちゃんと説明してくれという
話になりますよね。この辺のいきさつがなかなか
複雑でして、どういう順序で労使の間では話し合
われていったのでしょうか。

山中　一番の問題は、真野社長が辞任された後、
幹部社員に誓約書を書かせるんです。「私は社長の
言うとおり服従します」みたいな。言葉は服従と
書いていないんですけど、いわばそういう誓約書
を全幹部から取るという状況があって、「これは良
くないのではないか」と組合から抗議をするとい
うことがあって、その後怪文書が出回るんです。
　その怪文書というのが、その真野社長が辞任に
追い込まれた経緯とかが書かれている文書でし
た。それを会社が良く思わなかったのか、取り調
べをするんです。

梅崎　誰が書いたかということなんですか。

山中　はい。筆跡鑑定をするとか、そういうこ
とから社員 10人ぐらいの取り調べをするんです。

梅崎　その 10名というのは、管理職の 10名とい
うことですか。
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山中　組合員がその中に 7名いました。

梅崎　10名中 7名が。すると、若い人も入って
いるということですね。

山中　入っています。ですので、普通に会社と
相対して社長が辞めた理由とかを聞いても、これ
は会社の専権事項なので組合としてはあまり関与
できない部分やということでしたが、その誓約書
については組合員も書かされていますので、その
ことについては駄目、ということは言っています
けど、会社の社長が代わったことについては組合
としては言えないというスタンスでおりました。
　ところが、その取り調べをするということに
ついては人権問題にもなってくるので、これは
ちょっと関わらなあかんかなと思っているところ
に、取り調べを受けたメンバーの 3人か 4人が組
合に苦情を訴えたと。苦情を訴えてくれたら苦情
処理委員会というのを立ち上げられるので、そこ
で苦情処理委員会を立ち上げて会社と交渉すると
いうことができるようになってきました。

梅崎　組合の方もその怪文書を見るわけではな
いですか。かなり経営の内側でもめているぞとい
うのが分かるのですが、同時に組合の方も、これ
は誰が書いたのかと疑心暗鬼になりますよね。何
か探偵的に考えてしまうというか、推理してしま
いますよね。これは、真野さんのシンパの人が書
いたのではないかとか、いろいろ意見が出たと思
うのですが、当時、山中さんはどう思っておられ
ましたか。

山中　その時々というのは、ちょっと違うんで
すけどね。でも、怪文書が出たときには、しっか
りした文章やなと。

梅崎　なるほど。しっかり書かれた。

山中　ええ。結構中身もはっきりしているし、書
き方も知的という言い方はおかしいですけど、い

い書き方をしているし、納得できそうな文章だと
理解はしました。

梅崎　ただ、予測はその時点では書かなかった？

山中　組合はそのことについてはあまり言うこ
とではないということで、立場的には表明はして
いません。

梅崎　なるほど。この怪文書というのはどうい
うふうにまかれたものなのですか。

山中　これはどっちやったかな。各店舗に配ら
れたやつでしたかね。いろいろな怪文書があって、
個人宛てに届くやつもあれば、各店舗に送られた
分もあります。店舗に届いたのは『宝石』か。雑
誌『宝石』の冊子が事業所に配られたんですね。

梅崎　そういう意味では、1回だけで怪文書とい
うのが行われたわけではなくて、複数のやり方で。
これはつきとめるのは難しいですね、いきなりど
こかから雑誌に書かれた記事が送られてくると。
ちなみにその雑誌『宝石』の中の記事は一体どん
な内容だったのでしょうか。

山中　『宝石』は、上新電機の社長はなぜ退陣し
たのかという記事だったと思いますけどもね。

梅崎　最初のその記事、なぜ退陣したのかとい
うのは、土地問題の話にはなるわけですよね。関
東の土地問題で法律の違反をしているではないか
ということに対して、真野社長の責任があったと。
それは社員の方は知っているのですかという、そ
ういうことにはなるわけですよね。

山中　そうですね。

梅崎　それは、当時は全然知らなかった。知っ
ている社員はいるのでしょうけれども、一部の人
には。
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山中　不動産担当とかは知っていたと思います
ね。

梅崎　これは、組合としては。

山中　知りません。

梅崎　知らない。もしくは、当時知ったときは
どう思われましたか。ひどいなと？

山中　そういうこともあるかもというのは多少
ありますね。これは運送業法でしたかね、何かそ
ういう法律があって、路線免許とかも全部絡んで
きていて、この頃はそういうものが必要だったの
かな。ですので、宅配をしていくについてもその
免許証を取得しなければいけないとか、倉庫の取
得をせなあかんというものがあって、いろいろな
業者がそういうものを買い取っていくというやり
方をやっていたと思うので、違法かどうかは分か
りませんけど、方法としてはそういうことをやっ
ているというのはあったと思います。
　元々うちの大阪の方の永井商運という会社と結
び付いて上新サービスという配送会社をつくった
りしていましたので、そういったことがあるとい
うのは思ってました。ただ、これが違法かどうか
ということについては分かっていませんでした。

梅崎　普通の感覚として、それは何らかの経営
陣としての一つ、いろいろな意味で、ミスで、間
違いだとは思うのですが、とはいってもそのミ
スと解任がダイレクトに全部くっつくかといった
ら、それは社員の感覚としては。

山中　ないと思いますよね。

梅崎　そういうこと自体が、何でそこまで解任
ということまでになってしまうのかということで
すよね。

山中　それを実際にやっていた不動産担当者の

人には何の処罰もなくですから。社長がこれを直
接やるわけではないんで、不動産担当者がやるは
ずなんで。

梅崎　そうですよね。そうすると、なぜこの何
かミスが起きた、問題が起きた、それで、社長だ
けがぽんと。あとは普通に残っていると。その後
にいわゆる忠誠を誓わせるような、新社長からの
働き掛けがあるということが徐々に明らかになっ
てくるということですよね。
　ちなみに、新しく社長になった美津子社長、元
会長ですが、元々は博光社長がおられたときには
専業主婦をされていたので経営には一切タッチし
ていないわけですよね。だからあまり近しい存在
ではなくて、しかも会長といってもセレモニーみ
たいなところへ出てきただけの方が、急に経営の
前面に出てきた。そんな感じなのですかね。

山中　そうです。

梅崎　普段からわーわー言っている、会長時代
からいろいろ言っていたという感じも全くないの
ですか。

山中　ないです。

梅崎　唐突ですね。

山中　はい。唐突です。

梅崎　そうすると、組合の方もかなり疑心暗鬼に
なってくると、それで徐々に全貌が明らかになっ
てくるとは思うのです。これの経緯をもう少し聞
かせていただきたいのですけれども、どういう順
番で明らかになってきたのでしょうか。いろいろ
書かれている、『週刊ポスト』の記事で霊媒師の
テープ、それから株の譲渡の問題がありますよね。
これ、順番としてはどっちの方が先なのですかね。

山中　株の譲渡は結構前だと思いますけどね。霊
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媒師の話は、多分もっと後で出てきたんちゃうん
かな。

梅崎　当時、何か問題になっていたのは、新体
制になったときに所属長に対して会社服従を命ず
るという制約書ですね。これは会社というか、新
社長に対する服従を意味するわけですよね。「真
野派じゃないよね」と。

山中　はい。

梅崎　「真野派じゃないよね」というときに、飯
森常務という方がおられて、この方が次の人事異
動になって常務から外されるだろうとうわさに
なっていて、これは一体どういうことなのだとい
うことが組合としても確認すべきことになってい
たかと思うんですけれども。

山中　はい。組合は組合でいろいろな情報を収
集していまして、いろいろな人からいろいろな資
料を頂いていまして。それで、「N メモ」という
ものが。

梅崎　N メモ。

山中　というものがありまして、そこには筋書
きが書かれているんです。

梅崎　今後の、どう動いていくか。

山中　はい。こういうふうにしていったら誰々
はこういうふうに言うてくるだろうと、だからこ
の人を降格したらいい。それで、この人をどこど
こへ外せ、この部署へ行かせろという、実はそう
いうメモ書きを組合は持っていました。結構いろ
いろな方から情報を得ていたので分かっているん
ですが、組合としてはそれを発表するわけにいか
ないので、だから、組合はこの事件のときに何も
言わずに悶々とすることが多かったです。

梅崎　知らなくてではなくて、知っていて。経
営の上の方の人から組合側にリークしているとい
うことになるのですかね。

山中　それもあります。下の組合員が、上の人
の話している内容や記録したものを写真で撮って
送ってくれるとか、そういうことも、言葉を悪く
言えばスパイ的なこともありました。なので情報
量的には組合は結構持っていました。

梅崎　あいまいな情報でいきなり書くわけには
いかないけれども、この資料によりますと、労使
の懇談会をやったり、協議会を立ち上げるために
組合から質問状を出されていたり。例えば懇談会
等では普通に大きな話もされているのですよね。
経営が拡大・発展していってほしいとかいうこと
ですけれども、同族ではない会社とか、学歴差別
がない会社とか、若々しく自由闊達な会社という
ところを継続してほしいと。
　それで抗議は 1点で、誓約書を、先ほど言った
幹部社員に出させたものを各人に返却することで
あって、こんなものを取るな、と言っているけれ
ども、具体的に真野社長の件に関しては言ってい
ないのですね。
　その後、質問状というのを平成 3年に出されて
いて、これも怪文書の直後です。この文書の中で
は解任だという問題が一つ。そのときには怪文書
の中で最たるものは土地の問題だけれども、解任
であるということと、次は飯森常務が辞めさせら
れる番だというのは社内でうわさだよと言ってい
るので、それに対してどうなのですかと。これが
社内有志よりという怪文書になるわけですね。

山中　はい、そうです。

梅崎　この出どころが分からないけれども、会っ
て、説明してくれという感じなんですかね。

山中　それも含めていました。
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梅崎　当時の反応はどうですか。

山中　いや、会社は全然説明ができない、分か
らないという。

梅崎　経営の専権事項であると。

山中　はい。そんな解任ではない、辞任されま
したということで。

梅崎　当時、真野社長がどこかでちょっとしゃ
べるとか、そういうことは全くなかったわけです
か。

山中　はい。組合は真野社長とは接触していま
せん。

梅崎　接触しない。

山中　はい、それは慎んでいました。してはい
けないと思っていました。

◆右翼団体との関係
梅崎　なるほど。その平成 3年で刻々と変わるの
ですが、2回目の怪文書などで解任だということ
になるのですが、その後、平成 3年の 6月の時点
で株の大量買い占めがあったと、それは右翼団体
であると。暴力団の住吉会系列の組織であること
が普通に読売新聞の朝刊のトップに出て、これは
この新聞に出た時点で知っているということにな
るのですかね。この株の買い占めというのは。も
しくは先ほどおっしゃられたように、もうその社
内の組合の情報提供によって知っていたことなの
ですか。

山中　ここは知りません。

梅崎　知らない。

山中　ここは知らなかった。新聞に出る前、知

らなかったと思いますけれどもね。

梅崎　でも、これは経営に対するとてつもなく
大きな不信感ですよね。正直言って、土地の問題
は違法な問題であったとしても、少なくとも会社
を発展させるためにやっていることで。それは間
違ったことかもしれないけれども、組合の全反対
に遭うとか、不信感を持つとかいうことではなく
て、ちゃんとやってくれという話になると思うの
です。が、この株の買い占めとか譲渡とか、こう
いうものは単なる権力争いだということが明確に
分かってしまうわけではないですか。

山中　そうですね。ちょっと難しいのですが、当
時、多分ベスト電器が日本一かな。2番目がダイ
イチ（現エディオン）で、3番目がうちかな、そ
のぐらいの位置関係だったと思うのですが。それ
で久保社長、ダイイチのところとは婚姻関係があ
るものですから。

梅崎　ダイイチの会長、久保社長と美津子さん
の長女の方はご夫婦であると。だから親戚という
ことですよね。

山中　姻戚関係という形になるので、さもあり
なんというところはあるんですけれども、住吉会
系の問題がなければそれはあり得るかと。

梅崎　ダイイチの方に渡るのも変ではないとい
うか、株の持ち合いをしてもいいわけですから。
ただ、なぜ住吉会の方に回っているのですかとい
うのは。

山中　持ち合いは多分していたと思います。そ
れぞれで。

梅崎　ダイイチから住吉会というのは、どこの
誰のというのは組合としては当然、なぜダイイチ
から流れていったのかということですよね。トッ
プの交代劇に絡んでいるのではないかという新聞
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ニュースが、また 1カ月後、今度は読売新聞とか
で出てくるということで。

山中　そうですね。ここら辺は、ですからいろ
いろなことが起こってきていますし、組合員から
質問とかで「どうなってるんや」と聞かれてもな
かなか答えようがない状況の中ですので、非常に
難しい局面ではありましたね。
　会社とは話し合いをしなければいけないし、会
社は会社でいろいろな怪文書を回収しようとする
し、犯人捜しみたいなこともしようとするし、そ
れが人権問題になるとあかんからそれはストップ
しないといけないし、組合員からは質問があるけ
れども、それは組合が言うべきことでは基本的に
はないので、困っていることだったら一応聞くと
いう話はしますけど、どうなっているんやという
ことについては答えない。

梅崎　短期間の間にすごくいろいろなことが起
きているわけですね。

山中　そうなんです。その後に取り調べがある
ので。

梅崎　先ほどおっしゃっていた取り調べですね。
それに組合員が 7名入っているので、こうなって
くると労使協議会とかで団体交渉の件で、何でそ
ういう人権無視のことをするのですかと。組合員
に関してもそういうことをやるのはおかしいです
よということが起きて、これは連日の協議、団体
交渉が続くと。会社側は謝罪文を提出し、取り調
べの件は決着するということですね。

山中　そうですね。

梅崎　謝るところは謝ったとなるのですが、この
後、平成の 4年になったときに人事の発令があっ
て、当初の怪文書に書かれたのと同じように、飯
森さんが役員から外されると。

山中　飯森さんはその前に外れて。

梅崎　その前に外れていた。飯森さんとは別に、
真野前社長のお宅に飯森元常務、現役の藤原さん
とか松原さんとか、古川さんとか、中嶋部長とか、
そういう方で行ったときに、ある方が待ち伏せし
て見ているみたいなことがあって。人事発令する
とだいぶごろっと真野さんのシンパだった人を外
すみたいなことが、これは制裁色のある人事異動
なのではないかということが分かってくると。

山中　そうですね。

梅崎　これを証明するのは難しいではないです
か。それから組合員の問題ではないわけですよね。
それに対して組合としてはどういう言い方で経営
側と交渉していたのでしょうか。

山中　会社としては営業を伸ばすのがやはり第
一義だろうと。それで、営業を伸ばすことについ
てこの人事でうまくやっていけるのか、なぜ優秀
だと言われている人たちを外すのだということに
ついての質問をする。引いては組合員の賃上げに
つながってこない、売り上げが上がらないとか、
という方向の。ずうっとこの団体交渉の中でわれ
われが一番気にしているのは、この団体交渉は組
合員にとって正義かどうか。それで、人事権のこ
とについては話をしてはいけない。経済闘争が組
合としての立場ということで、そのポジションを
ずっと持ち続けることが会社との交渉のポイント
やった。
　だから、その経済闘争について、会社が売り上
げを上げることがわれわれの賃金を上げること、
組合員の幸せにつながることということを持ちつ
つ、質問事項とかを含めていろいろ腐心したとこ
ろです。

梅崎　こういうことは他の組合でも起こり得る
と思うのですが、いわゆる派閥ができてしまった
ときに、組合がどちらかの派閥に対して、明らか
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にこちらの派閥の方がひどいな、こちらの派閥の
方が正しいなと思ったとしても、組合としてその
派閥抗争の中にどっちが正しいとかこっちを応援
するみたいなことで入ってしまうと、組合の持っ
ている中立性だとか公平性だとかが失われてしま
うという考えですかね。

山中　そういうところはありますね。

梅崎　タッチはしないと、意見はあったとして
も組合としては公式には。明確に見えてくるわけ
ですが、派閥に対して中立的な立場を取る。ただ、
この人たちを外したことは、制裁とかそういうも
のかどうかは知らない、あるのかもしれないけれ
ど、組合としては「企業を成長させて賃金を上げ
るためには、この異動はマイナスの効果なのでは
ないですか」ということだけを言うと。

山中　そうですね。交渉の中ではちょっと興奮
して言ってしまうところもありますけどね（笑）。

梅崎　そうですよね。どういうことなんだと。こ
れは 1年少し後の話なのですが、組合執行部はも
とより会社の従業員、若い人は、分かってきてし
まうわけです。マスコミ沙汰になってくるわけで
すから。かなりモチベーションが低下して、会社
に対するコミットメントというか、一体感みたい
なものが一瞬にしてなくなるとか、崩れてしまっ
たのではないかなと思うのですが、当時の職場の
リアルな雰囲気というのはどんな感じですか。

山中　一番かわいそうなのは中執なんですね。中
央執行委員はある程度情報を持っているんで分か
るんですよ。どっちが正しい、どっちが間違って
いるということを。それで、自分たちはこの経営
陣が、経営が悪くて売り上げが落ちれば退陣を要
求できる。だけど、それをすると自分たちの首を
絞める。なので、落とすことができない。だから
売り上げを上げなければいけない。そうすると今
の経営陣にプラスになるということがあるんです

よ。
　だから、それをどうやってしていくかというこ
となんやけど、できるだけ組合員には「売り上げ
を上げるために一生懸命やろう」と、会社で今起
こっている状況についてはもう関係ないというこ
とを訴え続けました。「お客さんからいろいろ言
われても、分かりませんとだけ言ってくれ」とい
う話はしています。

◆社長に対する不信感から次期社長選び
梅崎　一応、こちらの方に「資料」があって、第
1回団体交渉行使報告で賃上げの回答なし。賃上
げ交渉の場に社長が欠席したわけですね。これは
非常に大きなことですよね。労使の信頼関係では。

山中　今までは全部社長が出てきているので。

梅崎　そうですよね。あとは、制裁色・派閥色
の色濃い人事を批判したというところまではお話
しして。2回目もまた社長が欠席ですよね。これ
は結構危機的な状況だと思うのですが。交渉相手
がいないというか。

山中　いや、他のメンバーで、実際今まででも
団体交渉には出てきてはいましたけど、あまり答
えることができなかったので。細かいことを言え
ばあまり関係はないんですけど、組合員のお知ら
せには社長が欠席しているということは知らせと
かんといかんかなということですね。

梅崎　それで第 3回目の団体交渉では、今度は組
合の抗議事項に対して会社側の回答が出る。人事
異動について再検討するみたいなことはリアク
ションとしては返ってくる。そして、団体交渉を
しながら労使協議が続けられて、労政担当役員の
怠慢からいろいろな問題が起きているので、この
労政担当を交代してくれと、しかし会社は同意し
ないと。これも非常に切羽詰まるというか、緊迫
した状態になってくると思うのですが。
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山中　会社は、組合的には怠慢ということにな
りますけど、会社の方からすれば会社の言うこと
を聞いてよくやっている労政担当ですよね。

梅崎　そうですね。

山中　だから代える気はないですよね。そこは
意見が対立している中でのことなので、労政担当
役員交代といっても会社側はしないというのは普
通のことかなと。ただ、それは交渉しているわれ
われだから分かるので一般の組合員には分からな
いし、見ていただいている労働委員会資料は分か
りやすいように時系列に作っている資料だと思い
ますので、そういう意味では組合員が分かるよう
に書いてあるので、そういう書き方になるかと思
います。

◆組合内の有志グループ
梅崎　交渉、人事問題など、毎回、「はっきりし
てくれ、ちゃんと説明してくれ」があった後に、
日本橋支部の組合の有志の方が 158名、結構な人
数だと思いますが、連名をして会社側に公聴会の
開催申し入れをしていますね。これももちろん拒
否されるわけですけれど、日本橋支部の組合員有
志 158名というのは、組合の中にグループができ
たということなのですか。

山中　というよりも、組合に聞いてもはっきり
言わへんし、組合は「それは会社のことやから、
会社に聞いたら」と言うもんですから、「それやっ
たら聞こう」ということで聞いたんやと思います
けどね。「公聴会開いてくれ」と。

梅崎　これは組合員ではあるけれども、組合の
執行部ではない方々ですよね。

山中　はい。一般の組合員です。

梅崎　これは組合の執行部としてはなかなか難
しい局面だと思うのです。組合の統制ができてい

ないとも言えるわけではないですか。

山中　そうです。

梅崎　それを、「ちょっと待て。勝手に公聴会を
やってくれといったってうまくいくわけがないか
ら」と、こうなると組合の役員の側と現場の間に
温度差ができて、組合の大会とかでもかなり緊迫
してしまうのではないかと。

山中　これは組合の大会を経て、その後中央委
員会を経た後の時期ですので、年末商戦前の時期
でもあり、日本橋は一番稼ぎ時のところなのです。
そこのメンバーとしては、それまでに組合の大会
で聞いても何も言わへんし、組合の一方的な話は
会社側が悪いみたいなことしか言わへんから直接
聞きたいということなので、組合の乖離と言わ
れたらそれはそうなのですけども。ある程度、そ
ういうものは組合にも質問状が来ているし、結構
いろいろあるので、そうやって言うのも彼らの気
持ちからしたら仕方がないのかなとは思ってまし
た。でも、勝手にやっても断られるだけだからと、
認められた団体でもないし。

梅崎　順番でいうと、全分会長宛てに質問状が
郵送されると、組合員 14名の署名があるという
ことで。これもさっき言った、ある種組合員の独
立した活動と。

山中　そうですね。

梅崎　若い人が多いのですか、分化してやろう
というのは。若い人ですか。血気盛んというか。

山中　結構会社側寄りのメンバーです。

梅崎　会社側寄り？

山中　はい。人事の人であったり、建設の人で
あったり、本社系の人です、これは。
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梅崎　この質問状に関してはですね。

山中　はい。だから、どちらかというとそれは
浄弘派と目される人たちの一般組合員です。

梅崎　なるほど。これ、やはり緊迫している当
時の雰囲気だと思ったのですが。組合員の中にも
執行部の中にも浄弘派の人もいるというお話です
よね。

山中　組合員の中にも、はい。

梅崎　一方、真野派であるとか。

山中　この当時はそうです。

梅崎　この当時、全部の情報が出てこないから、
真野さんの土地のやつもひどいなとか。でも、そ
の流れがばーんと変わったのは何ですか。

山中　当時の「報道ステーション」のトップ
ニュースが流れたときですね。

梅崎　何年ぐらい。

山中　平成 5年ということは、1993年 2月に大
阪府警から強制捜査を受けるというのがあるんで
すが、これが今の「ニュースステーション」、どっ
ちやったかな。今が「報道ステーション」？

梅崎　確か。

山中　いや、その当時は「ニュースステーション」
で久米宏さんがやっていた。

梅崎　そうですね。それが古舘伊知郎になって。

山中　なので、その「ニュースステーション」の
トップのニュースで「大阪の家電量販店上新電機
に一斉捜査」という報道が流れるんです。それが

流れて、組合員は「あ、そういうことやったんか。
組合の言うてることが正しかったんや」というこ
とで一気に変わりました。

梅崎　なるほど、現社長に対する不満というか、
不信ですよね。

山中　そうですね。

梅崎　ただ、「上新を愛する会」が発足というこ
と。

山中　それはその後ですね。

◆反組合の「上新を愛する会」の結成
梅崎　その後ですね。これは組合側と対立して
いる、所属長を中心に人を集めようと思ったので
すかね。「上新を愛する会」自体は。

山中　反組合です。

梅崎　反組合ですよね。

山中　はい。上新の組合の数に対抗するには数
しかないんで、この「愛する会」に入ってくださ
いというふうに、どちらかというと所属長クラス
に入れさせて、所属長が下の組合員を集めるとい
うやり方をしようとしていましたね。

梅崎　組合としては断固反対だと思うのですが、
労組も会見を開いているのですよね。この会見に
ついても教えていただけますか、どういう経緯で
会見。

山中　これは臨時大会の後かな。臨時大会で、暴
力団問題に絡むような経営陣は信用できないとい
うことで、そのことについて経営陣を刷新してほ
しいということを。当時コロナホテルで臨時大会
があったので、そこで会見場を設けて、ホテルに
も了解を得て、記者に来てもらって開いたという
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ことですね。その臨時大会で決議したことを基本
的にしゃべるという内容ですね。

梅崎　その後、組合は、機関株主の依頼とか会
社緊急所長会議とかをしますよね。

山中　銀行であったり、メーカーであったり、そ
ういったところに協力要請、お願いに回るんです。
ですけど、どちらかいうとけんもほろろの対応で
す。顔では「はいはい」という感じですけども、
そんな感じでしたね。

梅崎　その後、浄弘社長に関して起訴猶予とか。

山中　略式起訴ではなかったですかね。

梅崎　そうですね。団体交渉もその後、続いて
いく。「労使特別対応委員会を発足させ」みたい
なことが書いてあるのですが、これはどのような
ものでしたか。

山中　会社をどうしていくかということの話で
すよね、特別対策委員会というのは。人事の問題
であったり、会社としては 1回行った人事を戻す
なんてことはなかなかできないんですけど、そう
いったことをしないと納得しないよという話は結
構団体交渉ではしていましたね。団体交渉とは言
わないのかもわかりませんが、その委員会の中で。
　この事件は、いろいろな事件、この「ニュース
ステーション」のニュースがあった後も、当時の
山崎委員長、渡辺書記長と、私ぐらいやと思うん
ですが、組合の方にも新聞記者が、私らは会議を
夜中までやってることが多くて大変やったんです
けど、結構自宅に訪問されてました。
　私はその当時、マンションの 5階、賃貸ですけ
ど、住んでたんですけども、下の方に車が停まっ
てうちの玄関を見てるんですね。私が帰ってくる
と来て、ブザーを鳴らして「ご主人お帰りです
か。どこどこ新聞です」と。「いえ、まだ帰って
いません」と言うと、「今入った方はどなたですか。

不倫相手ですか」と言われるんですよ。そうやっ
て言われるもんやからうちの嫁さんも困って、ま
あ出るんですけど、「答えることは何もありませ
ん」と。結果的には帰ってもらうんですけど。そ
ういったこととかはよくありましたですね。委員
長、書記長はもっとあったと思います。
　それで夜中になったときには、私は家に帰らず
に下の駐車場で寝ることもありましたし。入ると
またややこしくなるし。車で寝とったら、近所の
奥さんが、「おたくの旦那さん、車で寝とったけど、
何かあったん、夫婦げんかしたん？」と言われて、
いろいろそんな話もありますけど。

梅崎　大変なストレスですね。

山中　そうですね。

梅崎　みんながみんな、ある種、不満を抱えて
いるというか、不安と不満というか。

山中　そうですね。一般の人は何も分からない
からいっぱい聞かれるんです。私たちは多分本当
であろうことをいっぱい知っていたのだけどしゃ
べれないつらさがあって、それでようやく「ニュー
スステーション」で出たんで、ある程度はしゃべっ
ていいかみたいなところがあったんですけど。
　実は N メモの問題であったり、飯森さんとか、
退職した取締役から組合に対する意見とか、こん
な取り調べがあったという文書をもらっていたり
してるんですけども、それを発表したのは私が退
職して、この 5年前に「20年たったからもう出し
てもいいだろう」とちょっと出しています。支部
役員に話しするときに、その内容を今話ができる
ようになりました。
　さっきありました霊媒師の話の録音テープも私
は持っています。霊媒師のテープ起こしした内容
も持ってはいます。なんで、どんな話をしていた
かも全部知っています。でも、「上新を愛する会」
とかいろいろなところに、「組合はそんなんがあ
るって言ってるけど、そんなんありもしないうそ
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を言って」みたいことを言われるけど、あるのは
分かってるんやけど、その証拠を持ってるとかそ
ういうことを言えなかったし、なかなかそういう
難しさがありましたですね。

梅崎　労働協約も失効してしまうわけですよね。

山中　そうですね。それは平成4年ぐらいですね。
1992年。そうね、平成 4年ぐらいやったと思い
ます。

梅崎　10月 31日になっています。それで、新入
社員の組合に、労働協約失効中、組合に加入しな
くてよいというのは、ユニオンショップではなく
なりますよということですから、これは明らかに
経営側としては組合つぶしになってきますね。

山中　もうそれは明らかでしたんで。「上新を愛
する会」もそうやし、質問状についても組合つぶ
しの一環やろなと私たちは思っていました。ただ、
それに負けない強さがあるとその当時は思ってい
ましたんで、丁寧に説明していけば分かってもら
えると思っていました。

梅崎　結局は、社長が辞めるということになる
わけでですか。

山中　はい。

梅崎　これ、決定的だったのは、右翼団体とかに
お金が回っていたことが最終的な引き金ですか。

山中　最終的な引き金は、やはり略式命令を受
けたということじゃないですかね。トータル的に
なんですけど、決定的になったのは略式命令を受
けたっていうことで、銀行も多分メーカーもそう
いう話が出たんやと思いますけども。

梅崎　ただ、辞めるといっても、社長は取締役
残留を希望していて、次期社長選びも難航してし

まうと、これは解決しているわけではないわけで
すよね。そういうことに対しても、組合は、規定
が専権事項だからということでなかなか言えない
という状態。

山中　組合員に対しては言ってません。

梅崎　ただ、労使協議の中でいったら、それは
少なくとも専権事項といっても、これで明らかに
する。経営の選択を間違っては困るので、言えな
いわけではないですよね。労使協議の中では。

山中　次期社長選びですか。

梅崎　次期社長選びに関して、辞めた社長があ
れこれ言うなぐらいのことは駄目なのですか。

山中　そのことについては労使協議では言って
ないといいますか、これは裏の話でやってた話で。

梅崎　裏というのは？

山中　これはゼンセン同盟の方に入っていただ
いてましたんで、ゼンセン同盟の方がメーカーさ
んとも話を聞いたり、いろいろやっていただいて、
次期社長を決めることについてもある程度意見
を、話をして、浄弘さんの降りどころ、降り場所、
引きどころというんですかね、それも含めてそう
いったことについてはやってもらってました。
　これは、われわれが知らないわけではなくて、
どういう言い方をしたらいいんでしょうかね。お
互い意見を聞きながらの話もありますけど、ただ
単に浄弘社長が降りるだけでいいのか、次は誰で
もいいのかという話でもなく、ある程度そういう
話ができる方でということも含めて、うちの内情
を分かってもらえる方でないとあきませんし。そ
れでも多分、新聞にあんまり出てはないですけど、
三転四転はしてましたね。何人か出ては断られて
という話になってますから、それらも大体私たち
は知ってました。
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梅崎　元々松下から社長の派遣という話が出て、
松下側は断ったと。

山中　それはどこのメーカーか分かりませんけ
ど、はい。何社かにお願いして、何社か断られて、
受けると言われたのを、会社側が断ったというこ
ともあるようですし。

梅崎　最終的にはこれはどうなるのですか。

山中　社長他が決まって、株主総会があるんです
よ。当時、ゼンセンのメンバーにいろいろこの事
件のときには応援していただいて、街宣カーで「暴
力団と取り引きする社長はやめろ」とか、そうい
う街宣活動がありましたし、株主総会の当日に連
合を通じて、当時、連合大阪の、浪速・西成地区
協議会、浪西地協というんですが、その議長、第
1地協やったかな、徳永さんて、最終的に自治労
の委員長をされた方なんですけど、その方の協力
も得て、連合からも日本橋の公園に 100人ぐらい
かな、集まってもらって、株主総会をストップさ
せようという動きもありましたし、片一方でゼン
センの方はその方で、そういう社長の選定の話も
あって、結果的には株主総会の当日にストライキ
は中止という指令を出して、ゼンセンの方も一応
これで了解するというんで株主総会は行われて、
株主総会で選任されて。だけどそのいろいろなこ
とに関わった 4人はその後の取締役会で退任とい
うことになる。それで一応は決着をするというこ
とになるんですね。
　組合は組合で、組合員の持ち株というか、株主
の委任状を何百人分と集めて持っていましたね。

梅崎　先ほどのゼンセンのサポートもあるとい
うのは、1993年のところでゼンセン同盟の本部
で上新電機民主化対策委員会が設置されて、ゼン
センも結構本腰を入れてサポートしていくことに
なるわけですよね。当時の委員の方は、徳田孝蔵
さんとかが入っていましたか。

山中　一番は三ツ木さんです。三ツ木副書記長
やったかな、当時。で、大阪府支部が藤原昇支部
長ですよね。

梅崎　当時のゼンセンの委員の方、対策本部で
すよね、その方々との思い出というのはどんなこ
とが思い出されますか。

山中　いや、それはいっぱいありますね。もう、
寝食を忘れて今のゼンセン大阪の会館に集まっ
て、会議もそうですし、行動もそうですし、取締
役の家庭訪問などをしたり、いろんなことをやり
ましたし、もう連日、街宣カーで社長宅の周り、
本社の周りの街宣をしてもらったりもしました。
　いまだにその当時やってくれた方は「楽しかっ
たわ」と言うてくれてますけどね。「いや、自分
とこの社長に社長辞めろとはよう言わんけど、上
新さんのところではああいうことをシュプレヒ
コールできてよかったわ」とかですね（笑）。今
は笑い話でしゃべってくれますけどね。

梅崎　当時としては、もう、ある意味で。

山中　画期的だったと思いますよ。

梅崎　時間もずっとその組合活動に使ってとい
うことになりますよね。刻々と変化しているわけ
ですから。

山中　そうですね。いろいろな方面で、いろい
ろな手で、あの手この手をやりながら、ゼンセン
の方にもそうですし、連合の方にもそうですし、
組合員に対しての、委員集めであったりとか、説
明会であったりとかいうことはずっと広げていま
したね。

◆混乱事態の「収束」へ
梅崎　94年の段階で植田さんという社長が最終
決定。植田さんというのはどういう方になるので
しょうか。
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山中　NTT の総務畑だと思うんですけど。

梅崎　結構お年なのですよね。お幾つぐらいで
したか。

山中　当時 70近かったんちゃうかな。

梅崎　そういう意味では安定させるために選ば
れて。

山中　組合のことも分かっている。大手組合の
交渉ですので、全電通さんなどは。全電通時代や
と思いますから。そういうことを分かっていて、
経営の数字が見れるという方でしたね。

梅崎　その植田さんが入ることによって、いわ
ゆる前社長の美津子さんの派閥の取締役という人
は役員の中から外れるということですよね。

山中　そうです。

梅崎　そうなると、普通、これで一件落着とは
なったのでしょうか、その当時。この事態で、役
員も刷新されたしということで。

山中　表面上は。

梅崎　表面上というのは、裏側とは何か違う。

山中　やはり、その取締を外されたとはいえ、そ
の人たちは残ってますし、人事が完全に復活する
わけではないので、飯森さんなり藤原さんなり中
嶋さんなりはもう退職して、その人たちが復職す
るわけではないので。それはなかなか難しいかな
と思いますね。

梅崎　株も持っているわけですよね。

山中　浄弘さんですか。はい、持ってます。

梅崎　ですから、株主としてのパワーは持ち続
けているのですよね。

山中　これは言うていいのかな。それが交代す
る理由の一つでもあったと思いますね。それは持
ち続ける。そこの配当は受けられるように続ける
ということを含めてですから。

梅崎　そういう意味では、表面上は社長を辞任
するけれど、一応株主としての地位は維持できる
ということを内々で何とか合意したというか。そ
れも一応、組合としてもそこは。

山中　表面には出ていませんので。はい。

梅崎　ただ、一応、そういう落としどころを、こ
れは上新の組合もそうですし、ゼンセン対策本部
がありますので、そういうものも含めて裏で一つ
一つ話をつけていったということですよね。そう
でないと、これはいつまで長引くのだという問題
になってしまうというか。

山中　そうですね。

梅崎　今の上新電機のことについて、何かご質
問があれば。なかなか複雑なところがあるかと思
うのですが。

南雲　最後のところで、表面的に収束はしたと。
それで、本当の収束というのは大体いつ頃だと認
識していますか。タイミング。

山中　していない。

南雲　まだしていない？

山中　第 1次としてはですか。

南雲　ええ。
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山中　第 1次としてはどうでしょうかね。1996、
1997年ぐらいにはいったん収束しますかね。

南雲　大体どういう状態をもってその 1次の収束
だと考えていますか。

山中　前にも話しましたけど、年間休日が 120
日になるんです。それが 1994年かな。その植田
社長になって、植田社長は NTT の関係やから、
労働時間問題もよく分かってたんで。年間 1800
時間というゼンセンの目標も分かっていましたん
で、それに向けて協力しようということで、そう
いう総労働時間の削減の取り組みみたいなことも
組合が提案して、会社が理解していくというとこ
ろがあるので、そういうことはやっていました。
　個人連休も 10連休で、それと別に夏季 10連休
もあって、年間 120日になるんで、休日的には相
当ゆとりができる、個人で家族とのこともできる
ようになったイメージがありますね。

南雲　交渉が正常化して、労働条件も改善して
きたのが収束だという感じですね。ありがとうご
ざいました。

島西　今のこととも少し関連するのですが、い
ろいろ事件が起こっていた当時は、ちょうど第一
産業さんのところも少し経営が悪くなっていた時
期だと思うのですけれども、上新の内紛による売
り上げですとか、そういうことに対する影響とい
うのはどうでしょうか。さまざまな内紛があった
ことで、上新電機の売り上げとかにはマイナスの
影響は。

山中　結果的にはないですね。社員はよく頑張っ
てくれた。売り上げを上げることについて、利益
を上げることについてはよく頑張っていたと思い
ます。ただ、ちょっとお金の使い方が違ったりし
ている部分で、多少下がり気味のところはあった
かもしれませんが。浄弘社長のときに増収減益が
あったかな。今、覚えていないですけど、でも、

結構売り上げはずっと伸びる方向でいったと思い
ますね。

島西　それと連動して、先ほど少しあったと思
うけど、それで労働条件がちょっと悪くなってし
まう、賃金が下がってしまうとか、そういうこと
もあまり目立つほどではなかった。

山中　なかった。結果的にはないんで。

梅崎　普通はこういう事件が起きると、いわゆ
る新聞沙汰になってしまっている、すごくネガ
ティブな情報なので、一般顧客からすると買い控
えもありませんか。こちらの資料の中にも買うの
をキャンセルしたとか、そういう事件が起きてし
まったとか。あとは、それは店舗の問題だと思う
のですが、人事の採用はどうでしたか。今までは
大きくなってきたというところですから大学生と
か高校生を採用するときも楽だったと思うのです
けれど、こういうことが新聞をにぎわせていると、
就職したくないという反応が出てきてしまうので
はないかなと思うのですが。採用問題と売り場問
題というか、二つの問題で。

山中　あんまりなかったんじゃないかな。

梅崎　現場の人が頑張っていたし、消費者から
は評判が良かったというか。安いしとか。

山中　「上新電機は結構高い」と言われてました
んで。安売りではあまりなかった。イメージはあっ
たかもしれませんけども、「上品電機」と言われ
ていたぐらいなんで、なかなかそうでもなく。キャ
ンセルとかもありましたけど、若干、「暴力団と
やっているようなところで買えるか」みたいな話
もあるのはありますけど、割合的にいけば結構収
束していったと思いますね。

島西　この一連の流れで組合が相当頑張ったの
ですけれど、組合員の組合に対する意識というの



141

山中庸右氏オーラルヒストリー

は何か変わったような感覚はありますか。

山中　いや、「よく頑張った」「組合の言うてる
ことは本当やったんや」「何でもっと言うてくれ
へんだんや」みたいなことはよく言われましたけ
ど。

梅崎　「何で言うてくれないんだ」というのは。
さっき言った、はっきり浄弘社長の問題が表沙汰
になる前は、本当にその浄弘社長を尊敬している
人もいるわけですよね。社員の中に。

山中　男性の？

梅崎　ではなくて。

山中　女性の。尊敬しているのはあるかどうか
というと少ないと思いますけど、でも「浄弘社長
の奥さん」だから、「浄弘家を」というのはある
と思います。

梅崎　むしろ真野社長の方が外様で来ているの
だから、浄弘家の方がいいではないかみたいな感
じを持っている社員の人たちからすると…。組合
は知っているわけですけど、組合員一人一人に分
かるまでは、まだ揺れているというか。

山中　どちらかというと、真野さんは今でいう
能力主義的な感じで、よくやる人は取り立てるよ、
ちょっとのんびりしている人はここら辺におって
ねという感じの人なんで。「ここら辺におってね」
という人はどちらかというと古くからの人なん
で、浄弘派的な感じの人が多かったというイメー
ジですかね。

梅崎　その役員とか、管理職クラスでどっちの
派閥だというレベルの問題とは別に、真野さんが
ビジネスマンでもあるから、能力主義でビシビシ
やっていてという、それに対する反発を持ってい
た人がいたと。割と年配層に。

山中　年配層と、それに関する指導されてきた
人。だからこれは、今の時代もずっといろいろな
問題があるじゃないですか、体育会系の組織とか
ああいうところで。「あの人に言われたら逆らえ
んよな」というところの部分があるんですよね。
正しいとかそういうことじゃなくって、あの人が
言うてるんやから付いていくみたいなところがあ
るんで、そこはやはり、それがあるのは否定でき
ないですね。

梅崎　店舗は独立していますから、そこで働い
ているトップの人とか、その場できちっと尊敬さ
れていると、その意見に下が染まっていってしま
うという感じ。

山中　それは、はい。

梅崎　組合としてはすごく困るのではないです
か、そういうばらばらな意見が出て、どういうふ
うにそれには関与していくものなのですか。

山中　先ほどご質問いただいたときに、店長も
組合員ですかという話があったときなんですけ
ど、結構、私らの同期は店長をやっている人が多
かったんですよ、この当時、もうこのぐらいにな
る 1995年なんで。

梅崎　40代。

山中　もう店長なり次長クラスの人が多いんで、
結構話は聞いてくれるんですよ。なんで、ある程
度判断はしてくれてました。私らもオルグ回って
るときに店長とよく話して説明しましたし、分会
議なり支部大会でも話はするんで。そのときに傍
聴に来るメンバーもいましたんで、意外と組合的
な話は聞いてくれてましたね。その当時の人から
すると、賃上げはいくわ、休日は増えていくわな
んで、なかなかやなと思っていたと思います。
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◆ 2000年代以降の合理化
梅崎　あと 1点、この上新電機の事件の後、植田
さんになると。普通だと経営も安定してくるの
かなと思うんですけれども、その後の 2000年代
以降、実は合理化問題が出てきてしまう。今の
お話ですと、経営状態は良かったわけですよね、
1990年代は。2000年代に入って、まず合理化問
題が出てきたその背景を教えていただきたいので
すが。

山中　これは、ヤマダ、コジマ、ビックカメラ、
その後ヨドバシですね。大阪にビックカメラが千
日前に、ヨドバシが梅田に出てくるんですね。そ
れでやはり、相当うちのドル箱であった日本橋の
売り上げが取られていくんです。
　日本橋というのは東京の秋葉原と同じぐらいの
電気屋街と言われているところやったんですけれ
ども、うちの店で 9店舗、日本橋だけでもあった
んですけれども、それがほとんどなくなるぐらい、
今でどうやろ、今で 5店舗、6店舗ぐらいになっ
ている、だんだんつぶしていかなければならんぐ
らいの減少をしていく。
　営業が何かよく分からん、何屋さんか分からへ
んし、客本位なのか商品本位なのかよく分からん
ような施策がずっと出てきたりしてきまして。
　今までは年配社員がずっと培ってきた個人技で
売り上げを上げるみたいなところがあった。店全
体で売り上げを上げるというのが、システム的に
だんだん崩れていくんですよ。個人で接客をして、
説明をして買ってもらうというのがあるんですけ
ど、そういう技になっていくんですよ。本当はシ
ステムで、ちらし打つ、お客さんに来てもらう、
お客さんをさばく、この商品をこんだけ売るとい
う。システム的なものが変わっていって、売り上
げは何とか維持しているけれども、それがやはり
売れない人は売れない人なりにというグループで
の売り上げがちょっと崩れていくんですよ。

梅崎　個人の売れる人のテクニックに依存して
いて、店舗全体の方針とかいうのがあまり取れて

いなくて、それで関東から新しく会社が出てくる
と、競合相手は極めて戦略的に。

山中　安売りなり。大型店舗であるし。

梅崎　そうですよね。梅田のヨドバシなんかも
大店舗を一番いい所に出して。ここで経営状態が
悪化してしまったということですね、2000年代
前後。

山中　そうですね。青山さんなんで 2000年ぐら
いですね。1998年、1999年ぐらいから。

梅崎　青山社長の時代ですね。植田さんから青
山さん。その青山さんが合理化案を出してくる。
2001年のところで第 1次合理化。まずは希望退
職ですね。それと賃金カットと一時金の減少とい
うことだと思うのですが。

山中　休日の削減。

梅崎　休日削減。これは激しい労使交渉になり
ますよね。

山中　それを受け入れたんです。

梅崎　受け入れた。

山中　その当時からこのままではいけないん
ちゃうかと思いつつ、賃上げ要求したら、回答が
出てくるんですよ。組合もその方が不安やったん
です。「ええっ、こんな賃上げして大丈夫」って、
逆に。

梅崎　なるほど。その経営状態は分かるわけで
すからね。

山中　というふうに思っていました。

梅崎　そうなると、賃上げの方は分かるのです
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が、希望退職の問題というのは、労々問題という、
では誰が退職するのかということになると、組合
員間でも疑心暗鬼になると思うのですけれど、こ
の応募の状態はどんな感じですか。希望は意外と
あったということですよね。

山中　ありました。200人の希望退職の募集に対
して、最終的には 256名。組合員は 234名。

梅崎　それは退職金の割り増しみたいなものが
あって。

山中　あります。

梅崎　これは最初、当然、希望退職の制度を作
るときに、この人事と組合で詰めていくわけです
よね。当時、山中さんはどういうお立場で詰めて
いったのですか。

山中　私はずっと副委員長です。辞めるまで副
委員長です。

梅崎　副委員長としてどんな予測でしたか。希
望退職は非常に難しいと思うのですが、このぐら
いの割り増しを付けたら何人ぐらい希望するかと
いうのが外れる場合もあるわけではないですか。
例えば 200名募集のときに 100名しか応募がな
かったりすると、そのあとの 100名をどうするか
というのは大きな問題になってしまうと思うので
すが。何か感覚的には、結構応募かあるだろうな
と思っておられましたか。

山中　組合としては、これは 1回で終わらさなけ
ればいけないと、合理化は。それで一気に膿を出
し切らなあかんと思ってるんで、だから大胆な案
を受け入れました。その上積みについても相当な
無理をしてくれと、会社にそういう話もしました。

梅崎　大体普通に考えると、希望退職は年齢層
を絞られているのですか。

山中　はい。

梅崎　退職金の対象者というと 50代とか、いわ
ゆる中高年のところを対象にして、若い方は応募
資格がないというふうにするのが一般的かなと思
うのですが。つまり 65歳までであったら 55歳か
ら 65歳とか、そういう人たちを対象にすること
が多いかなと思ったのですけれど、何歳が対象で
すか。

山中　どうやったかな。今、自信がないです。ど
れぐらいやったかな。数字的に、今、覚えてない
な 1）。この合理化を組合が受け入れ、社長の退陣
を要求します。

梅崎　先ほどちょっと山中さんがおっしゃった
経営全体の方針が明確ではないのではないかとい
う問題がある。その責任を取って辞任してほしい
と。その代わり合理化案は受け入れる。こういう
取り引きですよね。

山中　そうです。それは当然、社長が退陣しな
いと、組合員だけ辞めさせるというのはあり得な
いことですから。

梅崎　それで実際に辞任することとなった。ち
なみに青山さんは社外から来た人なのですか。

山中　一応、社外は社外なのです。うちが会社
を上場するときに、日立造船から 4名か 5名来て
はるのです。私が入社するずっと前なのですけれ
ど。

梅崎　そうしますと、社外とはいっても。

山中　生え抜きに近い。それで、唯一営業畑を
経験していた方でしたので。組合も経験してます。
私が入ったときには副委員長やったと思うんです
けどね。
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梅崎　そういう意味では、組合には理解はあっ
たという、そういうご印象ですか。交渉相手とし
て。

山中　あったと思いたいですけどね。

梅崎　ただ、経営手腕は組合としては全然買っ
ていないということですよね、この時点で。やは
り「辞めてくれ」と言うのは。

山中　成績を落としているんで。結果として、は
い。発想はいいかもわからんけど、方向的には違っ
てたかもわかりません。いい着眼点を持ってる人
ではありました。

梅崎　資料を見ますと合理化案は 1次、2次に分
かれているのですが、1年後に 2次があるのです
よ。ただ、これは希望退職がない賃金カットとし
ての合理化ということですよね。

山中　そうです。第 1次で一気に終わらさなあか
んと言ったんで、われわれとしてはもうすごい受
け入れをしたはずなんです、賃金カットもボーナ
スも休日も。なんですが、それでもなお。

梅崎　1年後に。

山中　「駄目だ」と会社が言ってきたんで、さら
なる 5％の上積み。いわゆる正月出勤手当とか、
いろいろなそういう削れるものを削ろうというこ
とで削りました。

梅崎　これに関しては、ゼンセンの中の委員会
がそれで結構もめますよね、この 2002年の合理
化に対しては。

山中　2002年の合理化をしている最中に、会社
が「ボーナスを払えない」ということを言ってく
るんです。それで、協定というのをどういうふう
に考えてるんやということで。第 1次合理化のと

きは社長が大会に来て「組合にはご負担を掛けま
す。われわれも一生懸命頑張るんで、この合理化
について納得してほしい」というあいさつをする
んです。
　その次の年にそれでも無理やということになる
んですけど、その途中で第 2次の合理化が、言う
たら会社が破棄するわけです。「ボーナスが出せ
ない」ということになってきたんで、組合が「そ
れはないやろ。それやったらそれでちゃんと謝る
なりなんなりしてもらわんとあかんし、説明がつ
かん」と。

梅崎　組合の執行部としては組合員に説明がつ
きませんよね。

山中　ということを言うんですけど、一方的に
「しない。定昇もしない」ということになって、
だから新入社員と 2年目社員とが同じ給料という
ことになるんです。そんなことあり得ないと。

梅崎　あり得ないですね。

山中　「1年間働いた者はどうなるんや」という
話とかいろいろやるんですけど、もう会社は頑と
して「しない」という状態になっていきます。

梅崎　それで、労働委員会であっせん案とか出
てくるわけですが、会社側も拒否して、かなり緊
迫した状態になってくると思うのですよね。なか
なか相互に歩み寄るということ、ないし会社側は

「間違えました」ということは言わない。それで
会社側は、これは大きな話ですが、労働契約の解
約通知などを出してきて、労使関係で蓄積してき
たことは全部ちゃらにするようなかなり強硬な態
度を取ってきて、さらに言いますと、第二組合を
結成すると、これは会社側の息が掛かった組合を
つくってくれと。

山中　はい。マネージャーがこの第二組合の委
員長ですから。
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梅崎　マネージャーが委員長で、これは一体何
なんだというものができてくると。これはもう全
面対決するしかない。

山中　そうですね。そのマネージャーが店長に
連絡して、店長が組合員を勧誘する、「第二組合
に入れ」ということが起こってきますね。で、組
合員はどうしていいか分からんから、「どうした
らいいんですか」と組合の役員に電話をかけてく
るという状況でしたね。

梅崎　その第二組合問題、いろいろ会社側がか
なり強引な形で労使関係に介入してくるわけです
が、どれぐらいこれは成功というか、第二組合に
人が集まったのですか。

山中　「所属長に言われるんで、どうしたらいい
ですか」ということがありまして、うちとしては

「加入しますと書いとけ」と。

梅崎　「加入します」と。だから数だけはある程
度増えると。

山中　そうです。

梅崎　細かい話ですが、第二組合では第二組合
の組合費が発生することはないのですか。

山中　いやいや、組合費は 500円集めるとか書
いていますけど、それまでにつぶれますから、実
際には発生してないんです。だから、うちは脱退
届とか、うちはユニオンショップやから、みんな
組合員やから「いい」と。「所属長に言われて板
ばさみになるんやったら、もう加入しますって言
え。書いとけ」と、うちはそういう対応をしました。

梅崎　会社は、解散通知を出すわけではないです
か。これは組合側からの交渉として団体交渉をす
るということと、「こういうやり方で第二組合を
やめろ」というのを会社側にどういうふうに言っ

たのですか。

山中　それはほとんどゼンセンの方が交渉して
いまして、組合と会社との労使折衝がなかなか難
しいんですよ。それで、仲介に入ってくれてる大
阪府支部のメンバーが行ったりきたりしてくれる
わけです。その中で、問題点を解消する。例えば
初任給の問題であるとか、6カ月たった時点で 2
年目社員は賃上げする、そうするとそこで新入社
員との差ができますので半年後に賃上げするとい
う話であるとか、こっちはいっぱい提案してるん
ですけどね。いろいろなあっせんをしたときに会
社はいったん受けるんですけど、それを白紙撤回
するという状況が出てくるわけですよ。
　それもゼンセンが入って、もううちはほぼゼロ
回答です。「それでいい」と会社の代表者も OK
したんで、ゼンセンとしては「もうこれで組合、
納得してくれ」いうて、うちは取りあえず納得し
たのに、次の日になったら「それは駄目です」い
うて拒否されたんですよ。「何やねん、それ」っ
て私らは思うてましたけど、その後、第二組合が
できるということなんです。
　その後もゼンセンは粘り強くずっと交渉してく
れてましたんで、うちが労働委員会に提訴してる
分についてを撤回するであるとかいろいろな分も
絡めながらですが、「第二組合はやめさせる」と
は会社は言わないんですよ。第二組合の委員長と
会って、一応、やめると、解散を出すという話で
折り合いをつけて。

梅崎　やはり、がーんと上新の組合と会社側が
ガチンコにぶつかってしまうと、これはもう解決
のしようがないので、感情的にもなりますね。ゼ
ンセンという団体が入ることによって、はっきり
とどうやって落としどころを作っていくか。粘り
強く交渉していって、「こんなことをやっていた
ら大変ですよ」と。でも同時に、ゼンセン本部は、
ストもちらつかせてやっていくわけですよね。

山中　いや、ストはちらつかせないです。うち
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は事前投票でスト権確立はしてるんですけども、
それを盾にするという、もう一応期日的には交渉
決裂してるんでいつストライキを打ってもいいけ
れども、ゼンセンの人が交渉してくれてるんで、
そのことについてはしないと。

梅崎　最終的には第二組合は解散し、その後の
定期大会にようやく社長も出席するということに
もなる。山中さんから見て、第三者的に、上新電
機を対象としたゼンセンの民主化対策委員会に間
に入ってもらったことに関しては、基本的に全て
良かったということですか。

山中　それは、はい。

梅崎　こっちの意見をもう少し、「ゼンセンさん、
譲らないでよ」とかいうことはない。

山中　いや、それはあります。

梅崎　ただ、そういうのも含めて、全体として
は何とかまとまったというか、第二組合も解散し
て。ところで、それはありますというのは、賃金
交渉ですか。

山中　それもそうですけど、これはいろいろ難
しいんですけれども、本当は第二組合委員長なん
かの処分とかもするべきなんです。ですけど、会
社は、そこはようしませんからね。そういったこ
とについては、不満はあります。
　委員長は非組なんです。だけど、そこへ参加し
た呼びかけたメンバーというのは組合員でもいて
るんで、組合は組合で組合員の処分を統制委員会
に掛けてしてるんで、本来は会社も同様にそうい
うルール違反的なことをした人は処分するのが普
通じゃないかとは思っていますね。

梅崎　何でもありになってしまいますからね。

山中　はい。

◆労働組合人生を振り返って
梅崎　現代までお話を伺ったのですけれども、私
もお話を伺って、大変なご苦労をされたと思いま
した。いろいろ問題が続いて、それでも労使関係
というのはやはり信頼関係である。お互いの意見
なり立場できちっと対立し、きちっと交渉し、要
は単なるけんかになってはいけないわけですね。
不信の中での対決ではなくて、すごく対決してい
るのだけれどもある種のベースは信頼していると
いうところがないと交渉は成り立たないと思うの
です。しかし、それがある時期から崩れてしまっ
て、崩れてしまうとなかなか元に戻らない。その
中で、山中さんをはじめ執行部の方々が何とか立
て直そうとご苦労されたのだなと思うのです。振
り返ってみられて、山中さんの労働組合運動人生
というのはどういう人生だったと思われますか。

山中　難しいな。でも、労働組合の役員をした
からいろいろな人に会えて、世間の幅はすごく広
がったと言えますね。先輩もそうですし、若い人
もそうですし。
　細かい話をすると、家電業界だけでいくと、上
新電機に組合ができたときは、先輩組合に兵庫の
星電社という会社しかなかったんです。けれども、
今は一応、家電量販店にはほぼ組合ができました。
今、UA ゼンセンに入っていただきました。それ
らの立ち上げにも結構関わらせていただきました
んでその人たちとの交流もあるし、今は違います
けど、植田社長時代に 120日の 1872.5時間やっ
たかの労働時間であるとか、賃金であったりボー
ナスであったりというのも業界の中ではトップの
労働条件でした。今は合理化の分でその下の方の
ランクに入っていますけれども、そういったこと
も含めて携われたと思っていますから、非常に有
意義だったかなと思います。
　それで話の中でしませんでしたけども、1995
年に阪神大震災がありまして、そのときに上新電
機の被害者の家を捜しにいったり、救援物資を
持っていったり、上新電機の組合の支部役員が二
人一組になって家を捜しながら訪問したんです
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ね。こんな言い方をしたらあれですけど、昔の選
挙とかの関係で、一軒一軒番地を見ながら家を捜
すことができるのが組合役員しかいなかったんで
す。だから家が倒れて、どこに何があるか分から
んところに行って番地を捜すのができたのが組合
役員やったんで、会社が「頼む」と言って、当時
の植田社長が、組合員の人が行ってくれるのやっ
たら、会社がお金とか、専用品であったり、準備
をするので行ってくれということで、組合役員が
行った。そこらへんも信頼関係があったからや
と思うんですけども。それ以降、ボランティアの
活動は結構うちはさしていただいてるんで、そう
いったところからもやはり会社と組合が信頼でき
るというのがあった。
　それと、やはりゼンセンに入っていろいろな業
界の人と知り合いになって、製造業と流通と全然
違うところがいっぱいあるんですね。そういった
ところもやはり勉強になりましたし、結果的に、
私は連合結成からずっと関わっているんで、大阪
の立ち上げから結構、本部の方ではない、地域の
方なんですけど、地域の方の立ち上げに関わらし
てもらったんで、そういったことも古くからでき
たんで。年配の方、若い人、ずっと継続して携わ
れたのは良かったかなと思っています。

梅崎　山中さんご自身は、ゼンセンの大阪支部
の活動もありますし、連合大阪ができたときは地
区の活動にもずっと携わられるので、業界を超え
た労働組合、運動仲間というか、そういう人たち
との交流が広がって、現在も続いておられるとい
うことですね。
　最後に、これからユニオンリーダーになる方が
いると思うのですが、山中さんがご経験されたよ
うに、創業者、特に中小企業の方も多いと思うの
です。やはり経営の幹部の人ともめることもある
と思うのですね。これから労働組合運動を担って
いく人たちにこれだけは言っておきたいという
か、経験から学んでほしいことがあったら、最後
にメッセージを頂いて、それでこのインタビュー
は終わりにしたいと思います。

山中　難しいですね。でも、個人的に言えば、信
念を持ってやること、何のためにするのかという
ことを必ず持っておいてほしい。結果的には自分
のためになるか分かりませんけど、組合員がどう
すれば幸せになるんだということを思い続けない
と駄目なんだろうなと思います。
　それで、困ったときは相談をしろと。仲間はいっ
ぱいいるぞと。会社の仲間もそうでしょうし、外
部にはいろいろな見方をする人がいるんで、いろ
んな方面で切り口はいっぱいある。その切り口を
自分で一つに決めないで、こんな切り方もあるん
か、こんな解決の仕方があるんかということもあ
るんで、ぜひ、いろいろな方に相談してほしい。
知識を持った人はいっぱいいると思います。ぜ
ひ、独りぼっちにならずということだろうと思い
ます。

梅崎　最後にメッセージもありがとうございま
した。では、これにてインタビューを終了させて
いただきます。どうもお疲れさまでした。

	 	 注
1） その後、山中氏から提供された正確な情報は以

下のとおりである。
①対象年齢：40 歳以上 59 歳未満、勤続 5 年以

上の社員。
②募集人員：200 名程度。
③募集期間：平成 14 年 1 月初旬～ 3 週間。
 （募集人員に達した場合は、募集を打ち切る

場合もある）
④応募方法：電子メールにて人事部まで。
⑤退職日：平成 14 年 1 月末日。
⑥「割増退職金」「転身援助金」の内容：

現行の退職金にそれぞれ対象の「割増退職金」
「転身援助金」を加算する。
40 歳～ 50 歳　＋ 24 カ月（割増退職金）＋
6 カ月（転身援助金）
51 歳　　　　　＋ 22 カ月　＋　6 カ月
52 歳　　　　　＋ 20 ヶ月　＋　6 カ月
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53 歳　　　　　＋ 18 カ月　＋　6 ヶ月
54 歳　　　　　＋ 16 カ月　＋　6 カ月
55 歳　　　　　＋ 14 カ月　＋　6 カ月
56 歳　　　　　＋ 10 ヶ月　
57 歳　　　　　＋　8 ヶ月　

58 歳　　　　　＋　6 カ月　
⑦再就職支援活動：再就職支援会社と契約を締

結し、希望退職者に対して再就職支援に関す
るカウンセリングを実施する。
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